２０２７年国際園芸博覧会における島根県及び島根アジサイ研究会屋内ブースの
出展業務委託に係る提案競争仕様書

１委託業務の名称
２０２７年国際園芸博覧会における島根県及び島根アジサイ研究会屋内ブースの出展業務

２委託期間
契約締結日から令和９年７月３１日まで

３業務の趣旨
島根県は、令和９年に開催される２０２７年国際園芸博覧会（以下、「博覧会」という。）において、各種賞を受賞している島根県のオリジナルアジサイ品種や産地の魅力を国内外にPRするため、島根アジサイ研究会と共催で博覧会会場内の屋内展示施設でのブース出展を計画している。出展にあたっては、島根県オリジナルアジサイの魅力や産地の魅力を効果的にPRできる展示等の構成・内容の企画・制作を外部委託し、島根県の花の需要拡大を図る。

４業務内容
（１）前提条件
　①ブース出展期間・会場
　【期間】
[搬入設営可能期間]
令和９年5月13日（木）12:00～21:50
5月14日（金）7:00～21:50
[開催期間]
令和９年5月15日（土）～23日（日）（９日間）
　　土、日、火、水、金　9:45～20:30
　　月、木　　　　　　　9:45～18:00
[撤去搬出期間]
令和９年5月23日（日）20:45～21:50
5月24日（月）7:00～18:00

　【会場】　屋内出展A棟（仮）：1区画15㎡（4.5m×3.4m）
〔展示面積〕15㎡
〔展示場サイズ〕間口4.5ｍ/奥行3.4ｍ/レイアウト可能な高さ2.7ｍ
〔施設利用料〕
０円（だだし、水道・光熱・通信費等は別途必要）
　　詳細な条件等は、今後、２０２７年国際園芸博覧会協会（以下、「協会」という。）より公表される予定。また、すでに決定している事項について、公開が制限されているため、これまでの説明書等は産地支援課に来庁の上、閲覧可能なものとする。

　②コンセプト
・島根県のオリジナルアジサイ７品種や産地の魅力を国内外にPRすることで、島根の花の需要拡大を図る
・博覧会のテーマ「幸せを創る明日の風景」や博覧会開催の趣旨を踏まえる
[展示で重視する内容]
a産地（産地や島根アジサイのあゆみ）や品種を説明
b島根オリジナルアジサイの知名度向上につなげ、国内の消費者の購買につなげる
c表記は多言語に対応（基本的に日本語と英語）
　d島根県のキャッチフレーズなどを盛り込む（誰もが、誰かの、たからもの。など）
　　eレイアウトはブース内に入って近くで見てもらえるような導線を確保
　f学びや体験の持ち帰り（未発表のアジサイ展示を予定）
　gフォトジェニック（来場者と花が一緒に映る）なスポットの設置など来場者による情報発信による島根オリジナルアジサイの認知度向上
　h花ふれあい公園しまね花の郷（以下、「花の郷」という）との連携
　③その他
　・搬入や撤去、設置等にあたっては協会が定めるルールや指示に従うこと。
　・展示中の事故に備え、協会が示す施設賠償責任保険等、必要な損害保険に加入すること
　・展示するアジサイについては、県内生産者等と連携して調達するとともに、展示や装飾（アジサイの鉢を含む）等に必要な資材を適切に手配し、併せて会場に搬入すること
※運搬には品質を可能な限り保持するよう十分に注意する
・県内業者や県内の素材等を優先的に活用するものとする
（２）業務
①全体業務
　・島根県ブースの展示等の企画、設計及び出展期間中の運営等についての全体調整及び進捗管理を適切に行うこと
　・博覧会協会から随時示されるガイドライン、要件等に対し、都度対応し出展すること
・来場者へのアンケート調査や拡散情報を収集分析する等、オリジナルアジサイへの反
応など把握分析し、実績報告を行うこと
　・開催後、本業務におけるPRや需要拡大効果など客観的に評価できるよう成果をまとめて提出すること
　②展示内容等の企画・設計
　・ブースの展示計画及び実施設計書を作成すること
・ブースの使用に必要となる、会場の建築構造や使用条件等を整理すること
　・展示設計・制作の概略工程、スケジュールを作成すること
　・来場者にコンセプトを十分に伝える効果的な内容とすること
　・生花の設置にあたってはアジサイ研究会と連携して行うこと
③計画書の提出
　　　企画提案書を基に県と協議の上、基本設計及び展示設計等に係る計画書を提出すること。提出日及び計画書に記載する内容等、詳細については県と協議の上決定する。
　④ブースの運営
　　　ブースでは開催期間中、全体管理者を最低１名常駐させ、ブース全体の管理運営や保守点検・改善、データの収集等を担うこと。
　　　なお、期間中は来客対応や生花の維持などの役割として、県の職員及び島根県アジサイ研究会員が常駐することを前提とする。
　⑤ブース施工に係る制作
　　・４（２）を基に展示物、装飾、機材、その他ブース出展に必要なものを計画的に調達、制作すること
　　・コスト削減及び環境への配慮を行うこと
⑥ブースの施工・撤去
　　　期限内に協会の指示に従い、ブースの施工や撤去を行うこと
ⅰ）全体の調整
　・来場者の安全安心が確保できる会場づくり等を進め、円滑なブース運営を行うこと
ⅱ）会場調整・施工・撤去
　・ブースの施工及び水道・光熱・通信費等出展に係る各種手続き等必要に応じて届け出を行うこと
　　  ・上記の各種手続き、届け出を行う前に、県の了解を得ること
　　  ・ブースの撤去及び撤去に伴い発生した廃棄物の処分を行うこと
・ブースの施工及び撤去に必要な搬入出を行うこと
　　　・搬入出時に係る物流コストについて、本県ブース出展期間の前後のブース出展者
と連携する等、コスト削減及び環境への配慮を行うこと
　　　・会場利用期間の中で、展示等の期間が最大限確保できるよう、施工及び撤去は速やかに行うこと
ⅲ）運営に係る計画書の提出
 　 　・提案書を基に県と協議の上、４.（２）⑤に係る計画書を提出すること
・提出日及び計画書に記載する内容等の詳細については県と協議の上決定する
（３）その他
　　　独自の提案（例：展示ブースを活用したアジサイのPR、消費拡大につながる取組等）があれば、県と協議の上実施すること

５．提案書作成上の留意事項
（１）協会が提示する各種ガイドライン、その他に沿った展示内容であること（例：ユニバーサルサービスガイドライン、多言語対応ガイドライン、安全管理・防災について、環境への配慮、持続可能性の取組について等）
（２）出展後の展示物等の利活用についても考慮すること
（３）委託事業の実施に要した経費は、帳簿及び全ての証拠書類を備え、常に収支の状況を明らかにし、委託事業の完了の日の属する年度の終了後５年間保存しなければならない。

６．県及び関係者との調整
契約締結後、受託者は定期的（月１回程度）に打ち合わせを行い、進捗状況の報告及び必要に応じた計画の見直しを検討・協議すること。
打ち合わせは、オンライン会議システムを利用することも可とする。打ち合わせ後は結果を記録にまとめ、速やかに県に提出すること。また、本業務の関係者との打ち合わせへの同席や調整を求める場合がある。
　受託者は業務実施過程で発生した障害や事故については、大小に関わらず県に報告し、指示を仰ぐとともに、早急に対応すること。

７．著作権等
業務により生じた著作権（著作権法第２７条及び第２８条の権利を含む）その他の権利は、県に帰属するものとする。
また、受託者は県及び県から著作物利用について許諾を受けた者に対し、本業務により制作された著作物につき、著作者人格権を行使しないことを許諾するものとする。
なお、業務と無関係に生じた受託者または第三者の権利については、引き続き受託者または第三者に権利が帰属するものとし、県は、受託者と合意した利用方法に従い、当該権利を使用することとする。

８．二次利用について
　本業務において制作されたコンテンツ（作成したデザインデータ、受託者が撮影した写真、受託者が編集した映像等）がある場合は、下記媒体において無償で二次利用が可能とすること。
（１）県もしくは県が指定する者が作成・運営するウェブサイト、紙媒体、動画、SNS及びデジタルサイネージ等
（２）その他、県が目的達成に効果的と認める媒体

９．その他
（１）この仕様書に定める業務に要する経費は、特に記載が無い場合、すべて本業務委託料に含むものとする。
（２）この仕様書に定める事項について疑義が生じた場合、又はこの仕様書に定めがない事項については、必要に応じて、県と受託者が協議の上決定する。


